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【主な内容】空き家バンク 登録しませんか（関連２～３㌻）
　　　　　　今すぐ始めよう 家庭ごみ７．９％減量（関連４～５㌻）

【表紙】
2019 マッシャーズチャンピオンシップ

 in 岩手山（１月26、27日）
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空き家無料相談会を開催します

　市は、空き家を所有または管理している人、
自宅や実家が空き家になる見込みの人を対象
に空き家無料相談会を開催します。
■日時　２月23日㈯午前10時から正午まで
■場所　市役所多目的ホール棟
■相談内容
❶相続や登記に関すること
❷敷地の境界確認に関すること
❸不動産取り引きに関すること
❹改修や除却に関すること
■相談員　司法書士、土地家屋調査士、宅地
建物取引士、建築士
■定員　１０名程度（相談時間３０分以内）
※定員超過により参加できない場合は、相談
内容に応じて後日、相談機会を提案します。
■申込期限　２月２０日㈬
※定員になり次第、締め切ります。
■申し込み方法　電話またはファクス
ファクスの場合は申込書に必要事項を記入し
て申し込みください。申込書は、市ウェブサ
イトからダウンロードすることができます。
■問い合わせ先　防災安全課地域安全係（☎・
内線1262、ファクス・74-2102）

空き家などの対策に関する協定を締結

　市は12月26日、県司法書士会（小山田泰彦
会長）、県土地家屋調査士会（菊池直喜会長）、
県宅地建物取引業協会（多田幸司会長）、県建
築士会盛岡支部八幡平分会（工藤民一会長）の
４団体と、空き家などの対策に関する協定を
結びました。
　相互に連携、協力し、空き家の未然防止や
流通、活用などの総合的な対策を推進するこ
とが目的。法務、不動産、建築それぞれの分
野において専門的な知見を持つ団体の協力を
得て、相談会などを行い、相談体制の充実を
図るとともに、空き家問題の解消に向けて取
り組んでいきます。

◆
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
る
物
件

❶
八
幡
平
市
内
に
建
っ
て
い
る
。た
だ
し
、

所
有
者
は
市
外
在
住
で
も
可
。

❷
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
。

❸
個
人
の
居
住
を
目
的
に
建
築
し
た
一
軒

家
で
あ
る
。

❹
家
財
道
具
が
あ
る
程
度
片
付
い
て
お

り
、
す
ぐ
に
入
居
で
き
る
。

❺
土
地
と
建
物
の
所
有
者
が
一
致
し
て
い

る
。

❻
筆
界
未
定
地
な
ど
、
契
約
が
困
難
な
状

態
で
は
な
い
。

※
老
朽
化
が
著
し
く
、大
規
模
な
補
修
が

必
要
な
場
合
は
登
録
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
に
登
録
料
は
か
か
り

ま
す
か
？

Ⓐ
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
、
物
件
登
録
、
利

用
者
登
録
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
売

買
や
賃
貸
な
ど
の
交
渉
・
契
約
に
関
す
る
仲
介

を
市
内
の
仲
介
業
者
が
行
い
、
売
買
・
賃
貸
な

ど
の
契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
、
仲
介
手
数
料

な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
に
物
件
を
登
録
す
る
と
き
、

市
内
の
仲
介
業
者
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
？

Ⓐ
所
有
者
が
、仲
介
業
者
を
決
め
ず
に
空
き
家
を

登
録
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
し
か
し
、利
用

者
と
の
交
渉・契
約
に
つ
い
て
は
専
門
的
な
知
識

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、宅
地
建
物
取

引
業
の
免
許
を
有
し
て
い
る
市
内
の
仲
介
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

Q
空
き
家
バ
ン
ク
に
新
し
い
物
件
が
登
録
さ
れ

た
ら
個
別
に
教
え
て
く
れ
ま
す
か
？

Ⓐ
新
し
く
登
録
に
な
っ
た
物
件
に
つ
い
て
、
個

別
に
利
用
者
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
随
時
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

Q
空
家
バ
ン
ク
の
物
件
を
閲
覧
し
た
い
の
で
す

が
、
ど
ち
ら
へ
行
け
ば
よ
い
で
す
か
？

Ⓐ
企
画
財
政
課
地
域
戦
略
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
物
件
の
閲
覧
を
す
る
前
に
、
空
き
家
バ

ン
ク
利
用
申
請
書
を
記
入
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
印
鑑
と
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の（
免
許
証
な
ど
）を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
登
録
前
に
必
ず
水
回
り
や
ガ
ス
な
ど
の

点
検
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
に
必
要
な
書
類

①
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
請
書

②
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド

※
①
と
②
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
登
録
物
件
に
係
る
直
近
年
度
の「
固
定

資
産
税
課
税
明
細
書
」ま
た
は「
固
定
資
産

資
産
証
明
書
」

④
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類

※
現
年
分
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
の
税
金

も
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
登
録
物
件
に
係
る
登
記
簿
謄
本

※
法
務
局
で
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
市
内
の
仲
介
業
者

（
一
社
）県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
盛
岡
支

部
に
加
盟
す
る
７
業
者

㈱
遠
忠（
☎
76
・
2
1
2
6
）

㈱
高
建
工
業（
☎
76
・
2
7
3
0
）

高
橋
重
機
㈱（
☎
75
・
0
1
2
3
）

ハ
タ
エ
ー
不
動
産
㈲（
☎
75
・
0
2
0
9
）

㈱
八
幡
平
温
泉
開
発（
☎
78
・
2
0
3
0
）

㈲
ヤ
ナ
バ（
☎
76
・
4
8
8
4
）

㈲
山
口
商
店（
☎
75
・
１３６


５
）

Q
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録
が
完
了
し
ま
し

た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
内
覧
し
て
み
た
い
物
件

が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す

か
？

Ⓐ
企
画
財
政
課
地
域
戦
略
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
仲
介
業
者
ま
た
は
所
有
者
か

ら
日
程
な
ど
に
つ
い
て
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

Q
交
渉
・
契
約
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
行
い
ま

す
か
？

Ⓐ
空
き
家
を
登
録
す
る
と
き
に
仲
介
を
希
望
し

た
場
合
は
、
交
渉
・
契
約
な
ど
に
つ
い
て
仲
介

業
者
が
担
当
し
、
仲
介
を
希
望
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
登
録
者
と
利
用
者
が
直
接
交
渉
・
契
約

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
相
対
契
約
）。
利
用

者
が
直
接
交
渉
を
望
ま
ず
、
仲
介
を
希
望
す
る

場
合
は
、
所
有
者
と
の
交
渉
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
市
は
交
渉
・

契
約
に
関
与
し
ま
せ
ん
。

署名した協定書を持つ（左から）多田会長、小山田
会長、田村正彦市長、菊池会長、工藤会長

空
き
家
バ
ン
ク　

Q
＆
Ⓐ

③ 物件の登録申請

② 現地調査

④ 物件の登録

① 仲介相談・依頼

⑤ 交渉・契約

1 情報発信

2 利用申請

3 利用者登録

4 交渉・契約

⑤と4 交渉・契約（仲介を希望せず直接契約する場合）

連　　携

【空き家バンク】市【
登
録
者
】
空
き
家
所
有
者

【
利
用
者
】
空
き
家
利
用
希
望
者

【仲介業者】

買いたい
借りたい

売りたい
貸したい

　空き家バンクとは、市内の空き家情報をウェブサイトに登録し、全
国の購入または賃借を希望する人にその情報を提供する仕組みです。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
地
域
戦

略
係（
☎
・
内
線
１２１０



）

登録しませんか
バンク空き家
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■
市
の
ご
み
排
出
量
は
横
ば
い

　
平
成
２９
年
度
に
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬

入
さ
れ
た
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み

（
燃
え
る
ご
み
、燃
え
な
い
ご
み
、資
源
ご

み
、危
険
ご
み
）と
集
団
回
収
さ
れ
た
ご
み

を
合
わ
せ
た
排
出
量
は
１
万
１６２


㌧
で

し
た
。
こ
の
排
出
量
は
、
人
口
減
少
に
よ

り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
人
１
日

当
た
り
の
量
は
左
の
グ
ラ
フ
の
通
り
、
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
燃
え
る
ご
み
の
約
半
分
は
紙
・
布
が
占

め
て
い
ま
す
。
市
は
、
27
年
４
月
か
ら
紙

類
の
分
別
と
古
着
の
回
収
を
行
い
、
ご
み

0

300

600

900

1200

H29H28H27H26H25

家庭系ごみ

事業系ごみ

724

336

1,061

720

331

712

333

712

330

1,051 1,044 1,042

※端数処理により合計が合わないことがあります

710

347

1,057
(g)
一人１日当たりのごみ排出量

引用：岩手県一般廃棄物処理事業実態調査

分
別
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
や
出
前
講
座
な
ど

で
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

■
燃
え
る
ご
み
の
約
４５
％
は
水
分

　
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
年
４
回
、ご
み
の
サ

ン
プ
ル
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。２９
年
度
の

調
査
結
果
は
左
の
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。燃

え
る
ご
み
の
４４
・
７
％
は
水
分
が
占
め
ま
し

た
。

　
水
分
を
多
く
含
む
ご
み
は
燃
え
に
く
く
、

燃
焼
さ
せ
る
た
め
に
は
多
く
の
燃
料
が
必

要
で
す
。
水
分
を
減
ら
す
こ
と
は
、燃
料
に

か
か
る
経
費
を
抑
え
、
温
室
効
果
ガ
ス（
二

酸
化
炭
素
）を
減
ら
す
こ
と
で
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

可燃分
灰分
水分

水分44.7%

灰分 6.7%

可燃分 48.6%

資料：八幡平市清掃センターサンプル調査

燃えるごみの三成分調査分析結果

生ごみ水切り器モニター調査の方法

　『ごみの正しい分け
方・出し方』の31年度版
ポスターを3月中に全
戸配布します。
　ごみの取り扱い方法
や分別で迷ったら、ま
ずはポスターをご確認
ください。

ごみ分別ポスターを全世帯へ配布
　お住まいの地域の日程
表を確認の上、収集日を
守ってごみを出してくだ
さい。
　４月以降の日程が掲載
されている 31年度分別
収集日程表は３月中に全
戸配布します。

分別収集日程表をご覧ください

　今回の調査結果をもとに市内全世帯の皆さんが生ごみの水切りに取り組むと、１日当たり約468㌔の減
量が見込まれます。ごみ出しが楽になり、臭いの発生を抑制することができます。
　また、ごみの運搬や焼却にかかるコストも減り、二酸化炭素の削減にもつながります。
　ぜひ、皆さんで生ごみの水切りに取り組んで、ごみの水分を減らしましょう。
■問い合わせ先　市民課生活衛生係（☎・内線1067）

八
幡
平
市
の
ご
み
の
現
状

回収場所 受入日 受入時間

市清掃センター
月曜日から
金曜日

（祝日を除く）

８：３０から
１６：３０まで

市役所本庁舎
西根総合支所
安代総合支所

８：３０から
１7：15まで

　❶トレーナー、セーター、皮製品な
ど衣類全般、ベルト、ネクタイなど❷
バッグ、かばん❸靴、スニーカーなど
※❶・❷・❸ごとに透明なビニール袋

（市指定ごみ袋など）に分けて回収ボッ
クスへ出してください。

■回収品目

古着の回収にご協力ください
　市は、古着を回収しています。衣類などは、再利用（リユース）やリサイクルす
ることができます。皆さんのご協力をお願いします。

市役所に設置された古
着回収ボックス

水
分
を
減
ら
す
取
り
組
み

■
水
切
り
器
を
使
用
す
る
調
査
を
実
施

　
市
は
、
ご
み
の
水
分
を
減
ら
す
た
め
、

30
年
11
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
市
公
衆

衛
生
組
合
連
合
会
、
市
婦
人
会
連
合
会
、

市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
へ
協

力
を
依
頼
し
、
１１

５
世
帯
を
対
象
に
生

ご
み
水
切
り
器
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
生
ご
み
の
水
切
り

前
と
水
切
り
後
の
重
量
を
記
録
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
と
一
緒
に
市
へ
報
告
。
そ
の

効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

水を切る前に生ごみの重
量を計測します

両手で挟んで水を切り、
再度計測します

※生ごみの代わりにスポ
ンジを使用しています

参加者からの意見
・生ごみのことを意識するよ
　うになりました。乾燥させる
　ともっと良いと思います。
・水切り器が小さくて使いにく
　い。手で絞った方が、結果が
　良かったです。
・普段から水切りをやってい
　ます。臭いの原因にもなるの
　で、多くの人に取り組んでほ
　しい。
・生ごみを出さないコンポス
　ト利用を促進した方がよいと
　思います。

アンケート結果

水切りの取り組みは今回が初めて
ですか

水切り器は使いやすかったですか

水切り器を使用した結果、ごみの減
量に効果がありましたか

調査の前後でごみ減量化に対する
意識は変わりましたか

0 50 100

効果

意識変化

感想

取り組みの有無

生ごみ水切り器モニター調査の結果は…

家庭ごみ７．９％減量
今すぐ始

めよう！

　家庭から出る燃えるごみのうち、４割は生ごみといわれています。
　今号では、生ごみの水を切ってごみを減らす取り組みを紹介します。
　経費の削減にもつながる環境に優しいエコ活動を始めてみませんか

総重量の約7.9%が
減少しました！

回答数　１０７世帯
水切り前の総重量　625.4㌔
水切り後の総重量　575.7㌔
　前後の重量の差　　49.7㌔
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　30年度明るい選挙啓発ポスター作品募集
の表彰式は12月2５日、県庁で行われ、市内か
らは県審査（２次審査）高校の部で髙橋愛

ま な み

美
さん（平舘高１年）が優秀賞を受賞しました。
　髙橋さんは表彰式終了後に市役所を訪れ、
田村正彦市長に受賞の喜びを報告しました。
　同作品募集には、県内１１8の小・中学校と
高校から１，３０７作品が寄せられ、県審査高校
の部は最優秀賞１点、優秀賞５点が選ばれて
います。

明るい選挙を呼び掛ける
啓発ポスター優秀賞受賞

　平舘高地熱探検隊は八幡平温泉
郷、御在所エリア（松尾八幡平地熱発
電所・駐車場含み）の活性化策とPR
方法について発表しました。

【活性化策】
▶空き別荘の貸し出し▶温泉のスタ
ンプラリーなどのイベント実施▶外
国人向けの温泉施設▶蒸気を利用し
た肉まんやシュウマイなどの蒸し料
理▶ツアー企画▶地熱を活用した温
水プールなどの新施設

【PR方法】
▶VRで観光名所を宣伝▶温泉や特
産品をモチーフにしたキャラクター

　
地
熱
発
電
理
解
促
進
事
業
報
告
会
は
1

月
12
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
民
や
学

生
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、
地
熱
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を
出

し
合
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
平
舘
高
の
生
徒
に
よ
る
地
熱
探
検
隊
の

活
動
発
表
や
、
夏
休
み
に
開
催
し
た
小
学

生
向
け
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
第
2
期
沸

騰
地
熱
塾
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
30
年

度
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
S
t
u
d
i
o
‒
L
代
表

の
山
崎
亮り

ょ
うさ
ん
を
調
整
役
に
迎
え「
ま
ち

づ
く
り
オ
ー
プ
ン
会
議
」を
開
催
。「
こ
ん

な
八
幡
平
市
に
暮
ら
し
た
い
」を
テ
ー
マ

に
、
参
加
者
は「
癒
し
が
得
ら
れ
る
ま
ち
」

「
地
球
環
境
に
貢
献
し
て
い
て
誇
れ
る
ま

ち
」な
ど
八
幡
平
市
へ
の
想
い
を
自
由
に

出
し
合
い
、
地
熱
資
源
を
生
か
し
た
理
想

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
西
根
病
院
は
１
月
９
日
、
県
か
ら
女
性

の
活
躍
推
進
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業「
い
わ
て
女
性
活
躍
認
定
企
業
等

（
ス
テ
ッ
プ
1
）」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
が
４
月
か
ら
順
次

施
行
さ
れ
て
い
く
中
、
望
月
泉
病
院
事
業

管
理
者
は「
業
務
の
効
率
化
・
負
担
軽
減
を

図
り
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、病
院
は
女
性
が
多
い

職
場
な
の
で
、
出
産
や
子
育
て
、
介
護
な

ど
、
協
力
し
合
え
る
組
織
づ
く
り
も
進
め

て
い
き
た
い
」と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　
同
病
院
は
30
年
12
月
に「
イ
ク
ボ
ス
宣

言
」も
し
て
お
り
、
職
員
が
健
康
で
活
気
に

満
ち
た
仕
事
と
私
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

西根病院魅力ある
職場づくり進める

１つの花にたくさん
の花言葉があるよう
に１票にも大きな意
味があることを表現
しました。

平舘高地熱探検隊

地熱発電
理解促進
事業報告会

㊨
ま
ち
づ
く
り
オ
ー
プ
ン

会
議
で
調
整
役
を
務
め
た

山
崎
さ
ん

㊦
参
加
者
の
集
合
写
真

認定書を持つ望月病院事業管理者
（右）とイクボス宣言を持つ佐々木
美幸看護師長

　
市
商
工
会（
髙
橋
富
一
会
長
）は

１
月
１１
日
、
２０１９



新
春
講
演

会
と
平
成
30
年
度
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
式
を
八
幡
平
ハ
イ
ツ

で
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
高
知
県
四
万
十
町

の
㈱
四
万
十
ド
ラ
マ
代
表
取
締
役

畦あ
ぜ
ち
り
し
ょ
う

地
履
正
氏
を
招
き「
い
な
か
ビ

ジ
ネ
ス
教
え
ち
ゃ
る　
地
域
資
源

を
発
掘
し
見
極
め
る
」と
題
し
て

行
わ
れ
、
聴
講
し
た
参
加
者
は
ま

ち
を
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
を
学
び

ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通

り
で
す（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
勤
続
年
数
30
年
以
上
】　

松
浦

一
、佐
々
木
智
美
、稲
田
正
信（
遠

忠
）、
石
垣
栄
美
子（
肉
の
横
沢
）

【
役
員
功
労
者
】　
工
藤
哲
雄（
市

商
工
会
理
事
）

◆
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
勤
続
年
数
20
年
以
上
】　
田
村
英

徳
、
畑
透（
遠
忠
）

◆
市
商
工
会
会
長
表
彰

【
勤
続
年
数
15
年
以
上
】　
鈴
木
利

香（
岩
手
エ
ッ
グ
デ
リ
カ
）、
渡
辺

春
一（
髙
橋
板
金
）、
齊
藤
未
早
、

森
大
輔（
八
幡
平
市
産
業
振
興
）、

畠
山
弘
身（
安
代
清
掃
社
）、
関
善

幸（
関
善
林
業
）

【
勤
続
年
数
10
年
以
上
】　
糸
井
晃

二
、工
藤
政
美
、前
澤
悦（
遠
忠
）、

村
山
信
幸
、
畠
山
妙
子
、
森
敬の

り
よ
し佳

（
岩
手
エ
ッ
グ
デ
リ
カ
）、
鹿
島
千

賀
子（
サ
ラ
ダ
フ
ァ
ー
ム
）、
山
口

勝
利（
髙
橋
板
金
）、佐
藤
玲
子（
麹

屋
も
と
み
や
）

【
勤
続
年
数
５
年
以
上
】　
髙
橋
松

雄
、
髙
橋
和
也
、
工
藤
宗む

ね
と徒

、
遠

藤
吉
藏
、
小
野
寺
信
夫
、
泡
渕
德

次
郎
、
千
葉
英
身（
髙
橋
板
金
）、

藤
村
く
み
子
、
佐
藤
久
美
子
、
樋

口
ミ
ヨ（
麹
屋
も
と
み
や
）

◇
県
歯
科
医
師
会
表
彰
▼
図
画・ポ

ス
タ
ー
の
部　
平
野
柚ゆ

ず
ゆ結（
田
頭
小

１
年
）、
津
志
田
心こ
こ
あ愛（
松
野
小
１

年
）▼
標
語
の
部　
『
は
の
赤
ち
ゃ

ん　
わ
た
し
が
ま
も
る
よ　
親
だ

も
ん
』川
村
朝あ
さ
ひ妃（
平
舘
小
３
年
）

◇
岩
手
八
幡
平
歯
科
医
師
会
表
彰

▼
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部　
佐
々

木
大ひ
ろ
と翔（

大
更
小
２
年
）、
松
浦

七な
な
み海（
平
舘
小
１
年
）、
照
井
大だ
い
き葵

（
寄
木
小
１
年
）、
安
保
海か
い
せ
い星（
柏
台

小
１
年
）、
髙
橋
悠ゆ
づ
き月（
平
笠
小
１

年
）▼
標
語
の
部　
『
歯
み
が
き
で

か
ら
だ
の
健
康　

守
ろ
う
よ
』田

中
愛あ
や彩（
寄
木
小
４
年
）

　
平
成
３０
年
度
歯
科
保
健
表
彰
式

は
１
月
１１
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、関
係
者
ら
約
５０
人
が
出

席
。
８０２０



運
動
達
成
者（
８０
歳

で
自
分
の
歯
が
２０
本
以
上
あ
る
人
）

と
３
歳
児
虫
歯
の
な
い
親
と
子
、

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ

ス
タ
ー・標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
に
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
、
受
賞
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
、
３
歳
児
虫

歯
の
な
い
親
と
子
で
受
賞
し
た
伊

藤
豪ご
う
し思
ち
ゃ
ん
は
、
歯
磨
き
は
好

き
で
す
か
の
問
い
に「
は
い
」と
元

気
に
答
え
、
会
場
を
和
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

◎
８
０
２
０
運
動
達
成
者

石
綿
幸ゆ

き
お雄（
上
町
）、
工
藤
秋
江（
仲

町
）、
髙
橋
富
子（
下
町
一
区
）、
出

口
敏
子（
松
川
）、
井
上
ト
ミ
ヨ（
大

石
平
）、
工
藤
正
雄（
北
村
）、
藤
原

幸
助（
北
村
）、
工
藤
光
枝（
両
沼
）、

小
原
節
夫（
五
百
森
）、工
藤
マ
ツ
ヨ

（
間
羽
松
）、
遠
藤
龍
美（
間
羽
松
）、

工
藤
キ
ク
エ（
高
宮
）、
伊
藤
福ふ
く
せ
い清

（
高
宮
）、
伊
藤
ハ
ツ
ヱ（
下
平
笠
）、

田
村
光
男（
東
）、
遠
藤
八
重
子（
駅

前
）、
外
柳
清
美（
わ
し
森
）、
田
村

行ゆ
き
こ子（
寺
田
）、
津
志
田
留
藏（
川
原

目
）、
中
村
一
政（
荒
木
田
）、
工
藤

テ
ル
子（
柏
台
二
丁
目
）、立
花
文
一

郎（
細
野
）、
目
時
嘉
一
郎（
新
町
中

央
）、
岡
崎
榮（
新
町
中
央
）、
髙
木

勝
男（
荒
屋
新
町
）、
北
舘
チ
マ（
荒

屋
）、
三
浦
松
男（
石
名
坂
）、
八
幡

秀
夫（
石
名
坂
）

◎
３
歳
児
虫
歯
の
な
い
親
と
子

工
藤
友
紀・衣い
ち
か
千
花（
南
平
笠
）、
吉

田
小
百
合・千ち
さ紗（
南
平
笠
）、
伊
藤

鞠ま
り

・
豪
思（
東
）

◎
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

い
つ
ま
で
も
歯
を
大
切
に

　
平
成
30
年
度
歯
科
保
健
表
彰
式
を
開
催

表彰式に出席した受賞者の皆さん

元気に答える伊藤豪思ちゃん
と見守る母親の伊藤鞠さん

新
年
迎
え
決
意
も
新
た
に

市
商
工
業
の
発
展
を
誓
う

髙橋富一会長から表彰状を
贈られる松浦一さん（遠忠）
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市
は
、
不
妊
治
療
に
係
る
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精
お

よ
び
顕
微
授
精
）、男
性
不
妊
治
療
を
受
け

た
夫
婦
に
対
し
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
と
な
る
治
療　
県
が
指
定
す

る
医
療
機
関
で
実
施
し
た
特
定
不
妊
治

療
、
男
性
不
妊
治
療
に
限
り
ま
す
。
夫
婦

以
外
の
第
三
者
か
ら
の
精
子
・
卵
子
・
胚

の
提
供
に
よ
る
特
定
不
妊
治
療
な
ど
は
、

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
対
象
と
な
る
人　
法
律
上
の
婚
姻

関
係
に
あ
る
夫
婦
で
、
夫
ま
た
は
妻
の
い

ず
れ
か
一
方
、
ま
た
は
両
方
が
本
市
に
居

住
し
、
住
民
登
録
し
て
お
り
、
妻
の
年
齢

が
４３
歳
未
満
で
、
次
の
❶
、
❷
の
い
ず
れ

か
の
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

❶
県
の
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支

援
事
業
費
助
成
金

❷
県
の
男
性
不
妊
治
療
費
助
成
金

■
助
成
金
額　
夫
婦
一
組
に
対
し
て
、
助

成
対
象
治
療
に
要
し
た
費
用
か
ら
県
の
助

成
金
を
控
除
し
た
額
と
し
、
１
回
の
治
療

に
つ
き
１０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
助
成
回
数
お
よ
び
期
間　
初
め
て
助
成

を
受
け
る
際
の
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
４０
歳
未
満　
４３
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算

６
回
ま
で

▼
４０
～
４２
歳　
４３
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算

３
回
ま
で

■
申
請
方
法　

県
か
ら「
県
の
不
妊
に

悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
費
助

成
金
交
付
決
定
通
知
書
」を
受
領
後
、
３

カ
月
以
内
に「
市
特
定
不
妊
治
療
等
支

援
事
業
費
助
成
金
交
付
申
請
書
」な
ど

の
書
類
を
健
康
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど
の
書
類
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
く
か
、
同
課
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係（
☎
・
内
線
１０８６



）

特
定
不
妊
治
療
な
ど
に
要
し
た

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

山子沢線
好摩街道踏切
↓

〶

●

　文
大更小

西根中
　文

県道渋民田頭線

東大更 →

西
根
バ
イ
パ
ス

↑ 

平
舘

大
更
線

（
旧
国
道
）

中
渡
線

夏間木踏切
全面通行止め
↓

ロ
ー
ソ
ン

大更駅

　
市
と
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
で
は
、
国
道

２８２


号
西
根
バ
イ
パ
ス
と
県
道
渋
民
田

頭
線
を
つ
な
ぐ
市
道
山
子
沢
線
の
道
路
整

備
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
夏
間
木
踏
切
の

拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、夏
間
木
踏
切
が
終
日

全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。県
道
渋
民

市
道
山
子
沢
線
の
夏
間
木
踏
切

５
月
か
ら
全
面
通
行
止
め

田
頭
線
な
ど
周
辺
道
路
へ
の
迂う

か
い回
通
行
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、迂
回
通
行
の
際

に
は
、迂
回
す
る
他
の
車
両
や
歩
行
者
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
場
所　
大
更
第
２５
地
割
Ｊ
Ｒ
花
輪
線

夏
間
木
踏
切（
左
図
参
照
）

■
規
制
内
容　
全
面
通
行
止
め　
※
歩
行

に
よ
る
通
行
も
で
き
ま
せ
ん
。

■
規
制
期
間　

５
月
初
旬
か
ら
７
月
中

旬
ま
で
の
終
日（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
土
木
係

（
☎・
内
線
１２９２



）

【
建
設
課
】

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
建
設
課
は
、
31
年
度
に
採
用
す
る
非

常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種　
登
記
事
務
員（
２
人
）

■
業
務
内
容　
登
記
事
務
に
関
す
る
法
務

局
と
の
連
絡
調
整
な
ど

■
応
募
資
格　
普
通
自
動
車
免
許
を
有

し
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が

で
き
る
人

■
勤
務
時
間　
週
５
日
、
午
前
９
時
15
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
給
与（
月
額
）

▼
実
務
経
験
な
し　
13
万
８９００



円

▼
実
務
経
験
あ
り　
15
万
１
５
００

円

※
通
勤
手
当
の
支
給
あ
り

■
応
募
方
法　
応
募
書
類
を
持
参
ま
た
は

郵
送（
必
着)

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
書

類
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
同
課
ま
た
は
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
３
月
１
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課（
☎
・
内

線
1
２９７


）

修
学
が
困
難
な
学
生
に

奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す

■
申
込
期
限　
３
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
教
育
総
務
課
総
務
係

（
☎
・
内
線
１３６１



）

　
市
は
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
学
生
に
対
し
、
奨
学
金
の
貸
し
付
け
を

行
い
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

で
、
高
校
や
大
学
、
各
種
学
校
に
進
学
ま

た
は
在
学
す
る
成
績
優
秀
な
学
生（
貸
付

人
数
の
枠
あ
り
）

■
貸
付
金
額　

▼
高
校
や
各
種
学
校　
月
額
２
万
円
以
内

▼
大
学
や
短
期
大
学　
月
額
３
万
円
以
内

■
償
還
条
件　
無
利
子（
学
校
卒
業
後
、１

年
間
は
据
え
置
き
、
そ
の
後
８
年
以
内
で

月
賦
償
還
）

■
必
要
書
類　

❶
申
請
書（
市
内
に
住
所
を
有
す
る
保
証

人
２
人
必
要
）

❷
家
族
調
書

❸
本
人
の
住
民
票
抄
本

❹
学
業
成
績
証
明
書

❺
在
学
証
明
書（
入
学
者
は
合
格
通
知
書

の
写
し
）

■
申
し
込
み
方
法　
必
要
書
類
を
教
育
総

務
課
に
直
接
持
参
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い（
※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
）。

申
請
書
と
家
族
調
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
同
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
両
総
合
支

所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

看
護
師
（
若
干
名
）

▼
受
験
資
格　
看
護
師
免
許
を
有
し
、
昭
和

59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

作
業
療
法
士
（
１
人
）

▼
受
験
資
格　
作
業
療
法
士
免
許
を
有
し
、

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

臨
床
工
学
技
士
（
１
人
）

▼
受
験
資
格　
臨
床
工
学
技
士
免
許
を
有

し
、
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人

　
市
は
、
31
年
度
採
用（
中
途
採
用
）の
市

職
員
採
用
試
験
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

■
試
験
日　
４
月
８
日
㈪

■
試
験
会
場　
西
根
病
院

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送（
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。受
験
案
内
や
受
験
申

込
書
は
、
総
務
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
両

総
合
支
所
で
交
付
を
受
け
る
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
期
限　
３
月
20
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

（
☎
・
内
線
１２３１



）

市
営
牧
野
を
利
用
し
て

コ
ス
ト
を
削
減
し
よ
う

　
市
は
、
市
営
牧
野
へ
の
放
牧
利
用
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
利
用
牧
野　
上
坊
牧
野
・
七
時
雨
牧

野
・
長
久
保
牧
野

■
利
用
期
間　
5
月
か
ら
11
月（
予
定
）

■
対
象
家
畜　
乳
用
牛
・
肉
用
牛

■
提
出
書
類

❶
牧
野
放
牧
許
可
申
請
書

❷
黒
毛
和
種
の
場
合
は
登
録
書
の
写
し

■
申
し
込
み
方
法　
農
林
課
ま
た
は
西

根
・
安
代
両
総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け

た
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
申
し

込
み
が
な
い
場
合
は
、
放
牧
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　
３
月
８
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
畜
産
係（
☎・

内
線
１３３６



）

　

緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
を
除

き
、
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
の
初
診
を
受

け
る
場
合
は
、
５
０
０
０
円（
歯
科
の
場
合

は
３０００



円
）以
上
、
他
の
病
院
・
診
療

所
へ
の
紹
介
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

再
度
同
じ
大
病
院
を
受
診
す
る
場
合
は
、

２
５
０
０
円（
歯
科
の
場
合
は
１
５
００


円
）以
上
の
特
別
料
金
を
診
察
料
と
は
別

に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
大
病
院
と
病
院
・
診
療
所
な

ど
が
連
携
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

生
か
し
て
異
な
る
機
能
を
担
い
、質
の
高
い

効
率
的
な
医
療
の
実
現
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
地
域
の
病
院
・
診
療
所
な
ど
の

中
か
ら「
か
か
り
つ
け
医
」を
決
め
て
、症
状

に
合
っ
た
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て

症
状
に
適
し
た
病
院
受
診
を

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係（
☎
・
内
線
１０８１



）

市役所からのHOT LINE
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市
は
、
左
表
に
示
す
市
営
住
宅
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
申
込
期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
建
設
課

に
提
出
し
、
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
２
月
21
日
㈭

■
申
込
書
の
配
布
場
所　
建
設
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
両
総
合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
建
築
係

（
☎
・
内
線
１３０６


)　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

表＿入居者を募集する市営住宅（全て風呂付き）

住宅名 募集
戸数 建設年度 間取り 場所 単身

入居

天王下住宅 １戸 平成６年 3DK 大更 不可

町裏第三住宅 １戸 平成８年 3DK 田頭 不可

時森住宅 ２戸 昭和56・57年 3K 松尾 可

曲田住宅 ３戸 平成元年 2LK 安代 不可

※入居者は、住居に困っている度合いの高い人を優先し決定します。
順位を定めるのが難しい場合は、抽選で決定します。

　
市
は
、
将
来
、
市
内
で
医
師
ま
た
は
看

護
師
と
し
て
就
業
を
目
指
す
人
に
対
し
、

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■
必
要
書
類

❶
申
請
書

❷
保
証
人
連
署
の
誓
約
書（
印
鑑
登
録
証

明
書
添
付
必
要
）

❸
戸
籍
個
人
事
項
証
明
書
ま
た
は
戸
籍

抄
本

❹
履
歴
書

❺
健
康
診
断
書

市
内
で
就
業
希
望
の
医
・
看
護

学
生
に
修
学
資
金
を
貸
し
付
け

医
学
生
（
２
人
）

▼
応
募
資
格　
大
学
の
医
学
部
に
入
学（
在

学
）す
る
人

▼
貸
付
金
額　
入
学
一
時
金　

９００


万

円
（
大
学
１
年
次
入
学
者
に
限
る
）、月
額
貸

付
金　
３０
万
円

▼
償
還
免
除　
西
根
病
院
・
安
代
診
療
所
・

田
山
診
療
所
の
い
ず
れ
か
で
医
師
と
し
て

従
事
し
た
場
合

看
護
学
生
（
２
人
）

▼
応
募
資
格　
看
護
学
校
な
ど
に
入
学（
在

学
）す
る
人

▼
貸
付
金
額　
月
額
８
万
円
以
内

▼
償
還
免
除　
市
内
に
居
住
し
、市
内
医
療

施
設
な
ど
で
看
護
師
と
し
て
従
事
し
た
場

合

❻
在
学
証
明
書
お
よ
び
学
業
成
績
証
明
書

（
在
学
中
に
限
る
）

❼
合
格
通
知
書
の
写
し（
入
学
前
に
限
る
）

■
申
し
込
み
方
法　
必
要
書
類
を
健
康
福

祉
課
に
持
参
す
る
か
、
書
留
郵
便（
必
着
）

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
と
誓
約

書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
同
課
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
３
月
２2
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係（
☎
・
内
線
１０８６



）

長
寿
祝
い
金
が
変
わ
り
ま
す

　
市
は
、
満
１００


歳
を
迎
え
ら
れ
た
人

に
長
寿
祝
い
金
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
現
金

10
万
円
を
贈
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
こ
れ
を
変
更
し
、
市
共
通
商
品
券

３
万
円
分
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
減
額
分
に
つ
い
て
は
、
あ
る
一
定
の
年

齢
以
上
の
人
が
、
先
進
安
全
自
動
車（
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
付
き
自
動
車
）を

購
入
す
る
際
の
補
助
な
ど
に
活
用
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
４
月
以
降
に

本
紙
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課
高
齢
福

祉
係（
☎・
内
線
１０９８



）

　
市
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
済
ま
せ
て
、
交
付
準
備
が
で
き
た

人
を
対
象
に
、
確
定
申
告
に
合
わ
せ
て
休

日
に
臨
時
開
庁
し
ま
す
。

　
来
庁
す
る
前
々
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。

■
日
時　
2
月
10
日
㈰
・
24
日
㈰
の
両
日

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

■
開
庁
場
所　
市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
・問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
戸
籍

住
民
係（
☎
・
内
線
１０６４



）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
に
受
け
取
れ
ま
す

　

県
緑
化
推
進
委
員
会
八
幡
平
支
部
で

は
、31
年
度
緑
化
推
進
事
業（
苗
木
配
布
な

ど
）の
要
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。自
治

会
や
地
区
で
、
植
樹
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
３
月
5
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１３３８



）

緑
化
推
進
の
要
望
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
内
の
各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
は
、
仕

事
な
ど
の
た
め
、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に

い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
31
年
度
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
対
象
児
童　
小
学
１
～
６
年
生

■
申
込
書
の
配
布
・受
付
場
所　
各
学
童

保
育
ク
ラ
ブ

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

■
申
込
期
限　
３
月
１
日
㈮　
た
だ
し
、

❶
杉
の
子
ホ
ー
ム
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。

■
提
出
書
類
な
ど　
入
会
申
込
書
、
就
労

証
明
書
ま
た
は
申
立
書
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
加
入
金（
１
人
当
た
り
９００


円
）

■
申
込
先　
入
会
を
希
望
す
る
学
童
保
育

ク
ラ
ブ

■各学童保育クラブの連絡先（ＮＰＯ法人＝特定非営利活動法人）

学童保育クラブ名 電話番号 問い合わせ先

❶杉の子ホーム 76-3345（杉の子保育園）

❷大更学童保育クラブ
70-1771

ＮＰＯ法人
あそぼっこ
（☎ 68-7677）

❸大更第二学童保育クラブ

❹渋川学童保育クラブ（※） 70-1866

❺東大更学童保育クラブ 70-1503

❻平笠学童保育クラブ 68-7156

❼田頭学童保育クラブ 76-3205

ＮＰＯ法人
七時雨いきいき
ネットワーク
（☎ 77-2750）

❽平舘学童保育クラブ 080-5567-4011

❾寺田学童保育クラブ 77-1133

❿松野学童保育クラブ 74-4071

⓫寄木学童保育クラブ 76-2171

⓬柏台学童保育クラブ 78-3153

⓭あしろ学童保育クラブ 72-2644

⓮田山学童保育クラブ 080-5575-0383

（※）❹渋川学童保育クラブは３月31日まで休止しています。申し込み
は大更または東大更学童保育クラブで受け付けます。申し込み状況によ
り、31年度も休止する場合があります。

◎
前
納
を
利
用
す
れ
ば
保
険
料
が
割
り
引

か
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の「
前
納
」は
、
保
険

料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
方
法
の
こ
と

で
す
。
毎
月
納
付
す
る
方
法
よ
り
割
引
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
前
納
す

れ
ば
、
納
付
書
で
の
前
納
に
比
べ
て
大
き

な
割
引
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
に
し
よ
う

　
な
お
、前
納
の
期
間
に
は
、６
カ
月
分
、

１
年
分
、
２
年
分（
口
座
振
替
の
み
）の
３

種
類
が
あ
り
、
長
期
間
の
前
納
に
な
る
ほ

ど
、
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

◎
31
年
度
口
座
振
替
前
納
の
申
込
期
限
は

２
月
28
日
㈭

　
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
次
の
も
の

を
準
備
し
、
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
盛
岡

年
金
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
必
要
な
も
の

▼
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付（
変

更
）申
出
書
兼
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振

替
依
頼
書

▼
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金

手
帳
や
納
付
書
な
ど
）

▼
預
金
通
帳
お
よ
び
金
融
機
関
届
け
出
印

　
す
で
に
口
座
振
替
前
納
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、手
続
き
が
不
要
で
す
。た
だ
し
、

前
納
期
間
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
納
付
が
難
し
い
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い

　
収
入
の
減
少
や
失
業
に
よ
り
、
保
険
料

の
納
付
が
難
し
い
場
合
、
手
続
き
す
る
こ

と
で
、
収
入
に
応
じ
た
免
除
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
せ

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
年
金
事
務
所（
☎

０１９

・６２３

・６２１１



）ま
た
は
市
民

課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線
１０７０



）

　
市
は
、
31
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資
納

入
者
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
主
な
納
入
品
目　
野
菜
、
精
肉
、
調
理

加
工
食
品

■
申
請
期
限　
3
月
１
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
西
根
地
区
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー（
☎
70
・
１１

１７

）ま
た
は
安

代
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
☎
72
・

２
５
５
７
）

学
校
給
食
物
資
納
入
者
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
中

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
西根病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
吉田内科呼吸器科医院（☎70-1100） 大里医院（☎22-1251）
東八幡平病院（☎78-2511） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 0186）
あさひ薬局西根中学校前店（☎70-2311） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
スマイル薬局（☎75-2871） 村木薬局（☎22-0372）※日曜開局
大更調剤薬局（☎70-1320） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
柏台薬局（☎71-1001） 花輪調剤薬局（☎30-0066）

日本調剤薬局（☎30-1193）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151 盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手医科大学付属病院（医大） 019-651-5111 川久保病院（川久保） 019-６３５-１３０５
もりおかこども病院（こども） 019-６６２-５６５6
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。

２月18日〜３月17日

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

３月５日㈫
1３：００～16：００ 市役所本庁舎

※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）くらしとお金の安心

相談会（要予約）
３月15日㈮
10：0０～15：００

年金相談（要予約） ３月14日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

空き家相談会（要予約） ２月23日㈯
10：００～12：００ 市役所本庁舎

防災安全課
（☎・内線1262 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎７6-３１１1）

糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　１0：0０～
呼　吸　器 第３月曜日　　　　　１4：0０～
血　　　液 第３水曜日　　　　　１４：００～
神　　　経 第３木曜日　　　　　１４：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科・外科 毎週月・木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

市税納期（納期限２月28日）　国民健康保険税（第８期）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■大更コミセン＝料理教室　
9：00～14：00
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）
■図書館＝日本近代史を学ぶ
会　13：30～15：30

■図書館休館日
■松尾コミセン＝室内ペタン
ク大会　8：40～13：00
■健康福祉課＝乳幼児健康相
談離乳食講習【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）
■防災安全課＝Jアラート全
国一斉情報伝達訓練　11：00～
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00

■田頭コミセン＝田頭曙大学
閉講式　10：00～13：30
■ 図 書 館 ＝本のクリニック　
10：00～15：30

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■平舘コミセン＝雪上グラウ
ンド・ゴルフ　9：30～12：00

■議会事務局＝市議会３月定
例会・施政方針演述、議案審
議ほか（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■平舘コミセン＝遠野町家ひ
なまつり巡り　8：00～17：00

（遠野市）
■体育協会＝雪上ゴルフチャ
ンピオン大会【グラウンド・
ゴルフ】　13:30～16：00（田山
グラウンド）

■図書館休館日（図書整理日）
■体育協会＝雪上ゴルフチャ
ンピオン大会【パークゴルフ】　
11:00～13:00（田山グラウンド）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■図書館休館日（蔵書点検日）

■図書館休館日（蔵書点検日）
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■図書館休館日（蔵書点検日）
■平舘コミセン＝復興加速！
釜石に行こう‼　8：00～18：00

（釜石市）
■大更コミセン＝料理教室　
9：00～14：00
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■図書館休館日（蔵書点検日）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）

■図書館休館日（蔵書点検日）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・会派代表質問（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・会派代表質問など（予
定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・議案審議、予算特別委
員会（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■ 図 書 館 ＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00
■大更コミセン＝子ども映画
会 　 14：30～15：30（東大更学
童保育クラブ）

■図書館休館日
■松尾コミセン＝室内ペタン
ク大会　8：40～13：00
■田頭コミセン＝成人講座

「伝えたい料理教室＆折り紙
教室」　10：00～15：00
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（荒沢地区）　※
返却のみ
■大更コミセン＝子ども映画
会　15：30～16：30

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児 歯 科 健 診【 受 付】　9：00～
9：15（ 市 役 所 多 目 的 ホ ー ル
棟）▶１歳６カ月児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
12：00～14：35（田山地区）　※
返却のみ

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

■議会事務局＝市議会３月定
例会・予算特別委員会（予定）

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■教育総務課＝八幡平市教育
振興運動推進大会　8：50～
12：00（松尾コミセン）
■商工観光課＝八幡平・安
比ゆきフェスティバル2019

「雪だるま装飾コンテスト」　
10：00～14：00（ 安 比 高 原 ス
キー場）、「冬花火」　19：20～
19：30（安比高原スキー場）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■商工観光課＝八幡平・安
比ゆきフェスティバル2019

「雪だるま装飾コンテスト」　
10：00～14：00（ 安 比 高 原 ス
キー場）
■博物館＝トピック展ギャラ
リートーク　13：30～13：50

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）あさひ薬局西根中
学校前店・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■体育協会＝松尾八幡平ア
ルペンスキー大会　9：30～
13：00（八幡平リゾート下倉
スキー場）
■図書館＝新刊子どもの本を
読む会　10：00～11：30
■田頭コミセン＝ピラティス
教室　14：00～15：00

■市役所閉庁日
■防災安全課＝春季火防点検
■田山コミセン＝田山スキー
場まつり　9：00～13：00（田山
スキー場）
■大更コミセン＝サークル発
表会　9：30～15：00
■博物館＝トピック展ギャラ
リートーク　13：30～13：50

▶当番医（市内）吉田内科呼吸
器科医院・（鹿角）大里医院▶
当番薬局（市内）スマイル薬
局・（鹿角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝コミセンま
つり　9：30～16：00
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝コミセンま
つり　10：00～16：00
■図書館＝Tom＆Tam Story 
Time　11：00～11：30
■博物館＝トピック展ギャラ
リートーク　13：30～13：50

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）大更調剤薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■大更コミセン＝料理教室　
9：00～14：00
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）日本調剤薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

はじめてみませんか 
青色申告で節税対策

　青色申告は、税金の面でさまざ
まな特典を受けることができるお
得な制度です。青色申告をするた
めには、始めようとする年の3月
15日までに「所得税の青色申告承
認申請書」を税務署に提出する必
要があります。
■詳細・問い合わせ先　盛岡税務
署（☎019-622-6141）または国税庁
のウェブサイトをご覧ください。

春休みの期間は南の島で 
国際交流してみませんか

　第４３回ちびっこ探検学校ヨロン
島の参加者を募集しています。
■日程　３月27日㈬から４月２日
㈫まで　
■研修先　鹿児島県大島郡与論町
■内容　民宿で共同生活、いかだ
作り、野外での交流活動など
■対象者　日本人および在日外国
人の小学２年生から６年生まで
■応募期限　3月5日㈫
■問い合わせ先　（公財）国際青少
年研修協会（☎03-6417-9721）

国の安全を支える自衛官 
候補生を募集しています

　防衛省では、自衛官候補生を募
集しています。
■試験日　❶３月１日㈮❷３月
15日㈮
■応募期間　❶２月15 日㈮まで
❷２月14日㈭から３月1日㈮まで
■試験会場　陸上自衛隊岩手駐
屯地
■応募資格　31年3月1日現在
18歳以上33歳未満の人
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

裁判員制度10周年記念 
キャッチコピーを募集

　盛岡地方裁判所では、裁判員制
度への関心および参加意欲の向上
につながるようなキャッチコピー
を募集します。
■応募期限　３月20日㈬
■応募方法　同裁判所ウェブサイ
トをご覧ください。
■問い合わせ先　同裁判所事務局
総務課（☎019-622-3342）

獣害対策研修会および 
個別相談を開催します

　八幡平農業改良普及センターで
は、農作物の野生獣による被害を
防止するため、研修会および個別
相談を開催します。
■日時　２月20日㈬午後１時半
から３時半まで
■場所　八幡平営農経済センター
■申込期限　２月15日㈮
■申し込み・問い合わせ先　同普
及センター（☎75-2233）

血管を老化予防する 
食事について学ぼう

　介護老人保健施設岩鷲苑では、市
民を対象とした介護教室を無料で
開催します。
■日時　２月28日㈭午後1時半か
ら2時半まで
■申し込み・問い合わせ先　同施
設（☎76-5611）

家庭的保育事業所で 
一緒に働きませんか

　４月１日㈪に開設予定の家庭的
保育園（仮称）では、職員を募集し
ています【関連は17㌻】。
■採用条件　28年に市主催の「家
庭的保育者研修」を受講し「修了証
書」をお持ちの人（保育士の資格が
ある人を優先）
■勤務場所　寄木新田
■勤務形態　相談に応じます
■問い合わせ先　吉川（☎090-
3368-4810）

陸自岩手駐屯地音楽隊の 
定期演奏会を開催します

　陸上自衛隊岩手駐屯地では、第
33回定期演奏会を無料開催します。
■日時　３月９日㈯午後３時から

（２時15分開場）
■会場　マリオス
■出演 岩手駐屯地音楽隊、駐屯地
らっぱ隊及び格闘班、巌鷲太鼓、
秋田駐屯地音楽隊ほか
■入場整理券　会場で配布
■問い合わせ先　同駐屯地指令業
務室（☎019-688-4311・内線256）

火の取り扱いや後始末 
十分注意して火災予防

　３月１日㈮から7日㈭までは
春の全国火災予防運動が行われま
す。乾燥して火災が発生しやい季
節が継続しますので、火災予防に
努めましょう。
　八幡平消防署では、防火座談会
や初期消火訓練を随時開催してい
ます。希望する人は最寄りの消防
署、出張所に問い合わせください。
■ 問い合わせ先　同署 (☎76-
2119）、松尾出張所（☎74-2119）、
安代出張所（☎72-2119）

暮らしと事業手続きの 
電話無料相談会を開催

　２月22日は「行政書士記念日」で
す。県行政書士会では、相続・遺
言、各種許認可申請などの行政手続
きに関する電話相談会を開きます。
■日時　２月22日㈮午前１０時から
午後３時まで
■相談・問い合わせ先　同会事務
局（☎019-623-1555）

国立大学の業務を知る 
オープンセミナー開催

　東北地区国立大学法人等職員採
用試験実施委員会では、オープン
セミナーを開催します。
■日時　３月４日㈪午後2時から
4時まで
■場所　岩手大学　
※別日程で他県でも開催します。
■詳細　同委員会のウェブサイト
をご覧ください。
■問い合わせ先　同委員会採用試
験事務室（☎022-217-5676）

労使トラブルの悩み 
無料労働相談会まで

　労働者と使用者間のさまざまな
問題について、県労働委員会の委員

（弁護士、労働団体役員、経営者な
ど）が、予約優先で相談に応じます。
■日時　２月24日㈰午後１時から
４時まで
■場所　アイーナ
■予約・問い合わせ先　同委員会
事務局（☎0120-610-797）

耳の症状でお困りなら 
専門医の無料相談会へ

　日本耳鼻咽喉科学会県地方部会
では「耳の日」相談会を開きます。
■日時　３月3日㈰午前10時から
午後1時まで
■場所　大通会館リリオ（盛岡市）
■内容　耳鳴りや補聴器に関する
診察・検査、医療相談
■問い合わせ先　岩手医科大学附
属病院耳鼻咽喉科・佐藤教授（☎
019-651-5111・内線6804）

天皇陛下御在位満30年 
記念映像が見られます

　天皇陛下は1月7日でご在位
満30年を迎えられ、２月24日㈰に
内閣が主催する記念式典が挙行さ
れます。この式典で上映を予定し
ている政府記念映像「天皇陛下御
即位から三十年」を政府インター
ネットテレビ「皇室チャンネル」の
ウェブサイトでご覧いただけます。

安心して活動するために 
スポーツ安全保険に加入

　31年度スポーツ安全保険の加
入受け付けが３月から始まります。
■加入できる団体　スポーツ、文
化、ボランティア、地域活動を行
う４人以上の団体・グループ
■受付期間　３月１日㈮から32年
３月30日㈪まで
■保険期間　４月1日㈪午前０時
から32年３月31日㈫午後12時まで
■問い合わせ先　市体育協会・藤
嶋（☎70-1600、ファクス70-1616）

建築物の地震対策や火災 
などの防災相談所を設置

　県では、3月1日から7日まで
の建築物防災週間に、建築物の防
災査察を実施し、必要に応じた指
導を行うほか、建築に関する防災
相談所を設置します。
■相談場所　県県土整備部建築住
宅課（☎019-629-5936）、盛岡広域
振興局土木部（☎019-629-6650）

相続登記の登録免許税 
免除の場合があります

　次の相続登記について、登録免
許税が免除される場合があります。
❶相続により土地を取得した人が
相続登記をせずに死亡した場合、
死亡した人の名義とする相続登記
❷市内全域で評価額が10万円以
下の土地に係る相続登記
■免税期限　３３年３月31日㈬
■問い合わせ先　盛岡地方法務局

（☎019-624-1104）

看
み

取りについて考える 
映画『いきたひ』を上映

　（特非）里・つむぎ八幡平では、ド
キュメンタリー映画『いきたひ』の
上映会、長谷川ひろ子監督の講演お
よび看取り経験者とのトークセッ
ションを開催します。
■日時　３月16日㈯午後1時半
から4時半まで
■会場　八幡平ハイツ
■申込期限　３月９日㈯
■参加費　2,500円（当日3,000円）
■申し込み・問い合わせ先　同法
人・高橋（☎75-2310）

こだわり絶品スイーツ 
ご当地グルメが大集合

　今年も「いわてＳ－１スイーツ
フェア 2019」を開催します。
■日時　２月23日㈯、24日㈰の両
日午前10時から午後4時まで
■会場　アピオ
■内容　各店自慢のスイーツやご
当地グルメの販売、ゆるキャラの
参加やステージイベントなど
■問い合わせ先　盛岡・八幡平元
気まるごと発信事業実行委員会事
務局（☎019-629-6512）

相続の悩みについて 
２月中は相談が無料

　県司法書士会では、２月の「相続
登記はお済みですか月間」に、無料
相談を行っています。
◎特設無料相談所
■日時　2月８日㈮、15日㈮、22
日㈮の全日午前１０時から正午まで
■場所　県司法書士会館
◎司法書士事務所での無料相談
■開催期間　２月28日㈭までの
平日（土・日曜日、祝日を除く）
■場所　県内の各司法書士事務所
◎無料電話相談
■日時　２月28日㈭までの平日
午前10時から午後１時まで
■相談電話　0120-823-815
■全相談の問い合わせ先　同会事
務局（☎019-622-3372）
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（12月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

石川　道
み ち か

佳（北村・女・道晃）

角舘　凜
り こ

香（折壁・女・大士）

髙橋　凜
りん

（野駄・男・圭朴）

藤村　莉
り と

士（畑1区・男・正）

工藤　衣
い お り

莉（北村・女・拓人）

戸村　依
い の り

乃浬（薬師・女・翔太）

　瀬川　拳士　　　／間羽松
　高橋　範子　　　／豊畑
　齋藤　翔　　　　／新町中央
　高橋　有紀　　　／滝沢市
　畠山　敏幸　　　／渋川開拓
　工藤　亜矢子　　／北村
　川倉　翔太　　　／両沼
　伊藤　一美　　　／両沼

毛鳥　德治　　　96歳　豊畑
藤村　ツヨ　　　77歳　細野
髙橋　光男　　　72歳　中沢
鈴木　ミヨシ　　90歳　白屋
小野寺　キヨ　　88歳　東
髙橋　キミ　　　91歳　下平笠
橋本　とし子　　65歳　浅沢第2
髙橋　キク　　　85歳　中松尾
山本　俊典　　　65歳　五百森
工藤　正　　　　60歳　下町二区
安保　ハキ　　　100歳　田山上
上村　良一　　　74歳　上寄木
川村　定一　　　82歳　下町一区
三田村　隆男　　63歳　町組
小山田　ヤシ　　96歳　五日市2区
乙部　忠男　　　84歳　野駄
羽沢　サヨ　　　85歳　五日市3区

佐々木　アキ　　81歳　わし森
畑　フミ　　　　95歳　北寄木
髙橋　幸雄　　　77歳　椛沢
阿部　幸雄　　　88歳　畑2区
八幡　專一　　　82歳　苗石田
菅野　ひとみ　　47歳　松尾
伊藤　智子　　　72歳　上関
髙橋　肇　　　　72歳　下平笠
田山　トモエ　　100歳　秋葉
佐々木　幸雄　　80歳　中松尾
阿部　トキエ　　85歳　兄畑
伊藤　義美　　　90歳　下町二区
伊藤　ツヨ　　　91歳　中平笠
髙橋　照　　　　88歳　中村
滝川　登　　　　69歳　寺田新田
遠藤　忠夫　　　63歳　帷子
髙橋　愛子　　　85歳　中村
髙橋　安治　　　86歳　上平笠

健やかに

お幸せに

安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

項　　目 12月 平成30年1月からの累計
人身事故 ２（２） 33（19）
物損事故 80（93） 545（544）
負 傷 者 ２（２） 39（24）
死 者 １（０） ４（１）
飲酒運転 ０（０） １（２）
火 災 １（１） ４（９）
救 急 100（126） 1,329（1,314）

■人口の動き【12月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 15,727（－13） 6,324（±０）
松尾地区 5,760（－２） 2,405（＋7）
安代地区 ４，389（－16） 1,854（－５）
合　　計 25,876（－31） 10,583（＋２）
男　　性 12,490（－11）
女　　性 13,386（－20）

出生 7 死亡 41
転入 50 転出 47

（

（
（

（

▶場所　寄木新田
▶対象　生後8週経過から３歳未満まで
▶定員　5人
▶食事　自園調理
▶保育料　認可保育所（園）と同じですが、家庭的
保育事業所へ直接納付となります。
▶連携施設　公立保育所が連携施設となります。
代替保育、行事への参加、合同保育、卒園後の受
け入れなどの支援を行います。
■受付期間
▶4月入園分　2月4日㈪から3月1日㈮まで
▶5月以降の入園分　希望する月の前々月の 15 日
までの開庁日
■受け付け・申請用紙の設置場所
　地域福祉課、西根・安代両総合支所、
田山支所です。申請用紙などは、
認可保育所（園）と同じです。
申し込みが多い場合には、
入園調整を行います。

新たな保育のカタチ　家庭的保育事業所

入園の申請を受け付けます

市地域包括支援センター ☎・内線１０93
介護のココロ

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1107
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　市は、4月1日から新しく開設予定の家庭的保育
事業所入園の申し込みを受け付けます。入園を希望
する場合は、期限内に手続きをお願いします。
■家庭的保育事業所とは
　市が認可する地域型保育事業所です。保育士の
資格を持つ家庭的保育者が居宅などを利用し、家
庭的な環境の中で、子どもの発達段階に応じたき
め細やかな保育を行います。入園要件は、認可保
育所（園）と同じです。
■家庭的保育事業所の概要
▶名称　家庭的保育園（仮称）
▶開園日　月曜日から土曜日まで（祝日、12月29
日から1月3日までを除く）
▶時間　午前７時から午後6時まで
※延長保育は要相談、別途料金が発生します。

　
こ
れ
ら
は
、
本
人
の
判
断
能
力
に

応
じ
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
お
願
い
す

る
か
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
最
終
的
に
は
家
庭
裁
判
所
が
決
定
）。

■
後
見
人
に
は
誰
が
な
れ
る
の
？

　
誰
で
も
な
れ
ま
す
が
、
家
庭
裁
判

所
が
最
終
的
に
判
断
し
ま
す
。
４

親
等
以
内
の
親
族
が
後
見
人
に
な
る

場
合
が
多
い
で
す
が
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門

家
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
報
酬
額
は
家
庭
裁
判
所
が
決
定
）。

■
後
見
人
に
全
部
任
せ
ら
れ
る
の
？

　
後
見
人
は
、
入
院
や
施
設
入
所
時

の
身
元
引
受
人
に
は
な
れ
な
い
ほ

か
、
医
療
行
為
へ
の
同
意
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
人
の

死
後
に
関
す
る
諸
手
続
を
行
う
こ
と

も
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

後
見
人
が
つ
い
て
も
、
ご
親
族
の
協

力
が
必
要
で
す
。

成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

■
手
続
き
先

　
盛
岡
家
庭
裁
判
所

■
相
談
先

　
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

Vol.57

は
じ
め
ま
し
て
。
10
月
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
千
葉

県
野
田
市
出
身
の
三
村
恵め

ぐ
み

で

す
。
電
機
メ
ー
カ
ー
で
10
年
ほ

ど
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
勤

め
、退
社
後
は
フ
リ
ー
に
転
身
。

動
画
制
作
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制

作
を
中
心
に
I
T
関
連
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
八
幡
平
市
を
訪
れ

た
の
は
29
年
の
秋
、さ
す

ら
い
合
宿
に
参
加
す
る
た
め
で

し
た
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
と
い
う

こ
と
で
、
彩
り
豊
か
な
松
川
渓

谷
や
黄
色
一
色
に
染
ま
る
安
比

高
原
の
ブ
ナ
二
次
林
を
見
に
行

き
、
息
を
飲
む
ほ
ど
美
し
い
景

色
に
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
応

募
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。 今月の担当

三村 恵 さん

Vol.26

学から依頼を受け、出張公演もしました。
◎活動の魅力は？
　「観客の笑顔」が一番の魅力です。みんなで取っ
た笑いもいいですが、突然のアドリブやこっそり
仕込んだ小ネタで笑いが取れた時は最高です。
◎今後の展開は？　
　寺田コミセンの舞台が小さいので、いつかもっ
と大きな舞台で公演することができたら、楽しい
のだろうなと思っています。
◎活動日時・場所は？
　３月開催の寺田コミセンまつりに合わせ、講演
１カ月前から寺田コミセンで稽古しています。
■問い合わせ先　入団希望は団長・工藤（携帯
090-3750-3980）まで、寺田コミセンまつりは同セ
ンター（☎77-2024）まで。

寺田喜劇団

◎結成何年目？結成のきっかけは？
　結成16年目。平成15年の第5回てらだ公民館ま
つりで「おしん」のパロディを演じたのが初めてで
した。結成前は小学校のPTAや婦人会の出し物を
裏方で手伝っていたのですが、いっそのこと自分
たちで演じてみようという話になり、寺田喜劇団

メンバー30人（12月31日現在）
代表：工藤 忠義＝寺田＝

昨年講演した『ケッサク「仕事
人」主水鰻を喰う』の一場面

を結成しました。
◎活動の内容は？
　年１回開かれる寺田コミセンまつりのために活
動しています。寺田
喜劇団を見に来てく
れる人を「笑わせた
い」。その一心で活動
しています。また最
近では、JA女性部や
田頭コミセンの曙

あけぼの

大

秋
の
景
色
も
よ
か
っ
た
で

す
が
、
味
わ
い
た
か
っ

た
の
は
雪
景
色
。
早
速
、
安
比

高
原
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て
初
滑

り
を
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
満
喫
で
き
る

環
境
が
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ

と
は「
素
晴
ら
し
い
」の
一
言
。

山
頂
で
は
キ
リ
リ
と
冷
え
た
空

気
を
感
じ
、
澄
ん
だ
青
空
が
と

て
も
近
く
て
、
空
に
吸
い
込
ま

れ
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

と
り
あ
え
ず
の
目
標
は
、

冬
を
楽
し
み
な
が
ら
、

動
画
を
撮
り
、
移
住
者
サ
イ
ト

か
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
取
材
撮
影
の
他
、
ド

ロ
ー
ン
空
撮
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
見
か
け
た
際
に
は
気
軽
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

東京の事業者・フリーランス
へ八幡平市への移住と魅力
について紹介してきました

３月９、10日に寺田コミセンまつりが開催されます。
寺田喜劇団は10日㈰午後1時からの公演予定。団長い
わく「最近は時代劇が多いので、今回は現代劇か⁉」内
容は来てみてのお楽しみです。ぜひ見に来てください。

トピック展の見どころ

土器から分かる南北交流の証し

蔵書点検が始まります

　１月１１日、柏台保育所を訪問し、出張講座を開き
ました。

出張講座で柏台保育所を訪問

　園児や祖父母など
約40人が参加。おせ
ち料理の意味、昔話

「貧乏神と福の神」な
どを紹介し、正月に
まつわる話しに参加
者は聞き入っていま
した。

　トピック展「足元に眠っていた歴史－八幡平市の東
北自動車道遺跡－」を開催中です。
　下の写真は、松尾地区にある長者屋敷遺跡から出土
した縄文土器です。左側の円筒式土器は、東北北部か
ら北海道南部の人々が使用したといわれ、土管のよう
な形が特徴です。右側の大木式土器は東北南部の人々
が使用したといわれ、凹凸の激しい形が特徴です。こ
の２つの土器文化は、八幡平市が位置する北緯４０度付
近に境界線を持ち、北部と南部で独自に発達しました

円筒式土器（左）と大木式土
器（右）

縄文土器を展示していますので、ぜひご覧ください。
■期間　3月29日㈮まで
◎ギャラリートーク（当館学芸員がトピック展を解説
付きで案内）
■日時　2月24日、3月3、10日（いずれも日曜日）午
後1時半開始（約20分）　※事前予約不要

が、お互いに交流がなか
ったわけではありませ
ん。その証拠に、同遺跡
からは２つの土器文化の
融合ともいえる土器が出
土しています。
　トピック展では、その

パネルを使っておせち料理に込め
られた意味を分かりやすく紹介

　市立図書館および松尾・荒屋コミセン図書室は、
蔵書点検のため、次の日程で休館します。施設によ
り、日程が異なりますのでご注意ください。なお、
休館中は図書の返却のみ可能です。
▶松尾コミセン図書室　２月12日㈫・13日㈬
▶荒屋コミセン図書室　２月19日㈫・20日㈬
▶市立図書館　３月４日㈪から８日㈮まで
※閉架書庫の資料は２月２１日㈭から３月８日㈮まで
利用できません。
※図書館は、入口右側の返却ポストをご利用ください。
　皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
◎長期休館前の期間中は貸出冊数が２倍になります
　長期休館に伴い、2月18日㈪から３月３日㈰までの
期間、市立図書館の貸出冊数の上限を10冊に増やしま
す（視聴覚資料・コミセン図書室資料を除く）。

蔵書点検期間中は休館となります
◆あみぐるみ教室作品展
　あみぐるみ教室参加者の作品
を市立図書館に展示します。
▶開催期間　３月13日㈬から15日㈮まで

■■■　新着 DVD 紹介　■■■
◎一般

タイトル 販売元
ウォーキングwithダイナソー ２０世紀フォックス

キングコング：髑
どくろ
髏島の巨神 ワーナー・ブラザースホーム

エンターテイメント
バーフバリ　伝説誕生 ツイン

◎児童
タイトル 販売元

君の名は。 東宝
おしりたんてい第１巻 ププッ
とかいけつ！おしりたんてい
とうじょう！

日本コロムビア
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1262
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1264

　
県
は
、
火
山
を
有
す
る
市
町
、
火
山
学

者
や
関
係
機
関
な
ど
と
、
火
山
災
害
に
対

す
る
防
災
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る
た

め
、
平
時
か
ら
岩
手
山
火
山
防
災
協
議
会

や
県
内
の
火
山
活
動
に
関
す
る
検
討
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
県
内
の
主
な
火
山
の
現
状
は
？

❶
岩
手
山　

・
ご
く
弱
い
火
山
性
地
震
が
時
々
発
生
。

・
黒
倉
山
の
噴
気
活
動
が
見
ら
れ
る
。

②
秋
田
駒
ヶ
岳

・
ご
く
弱
い
火
山
性
地
震
が
発
生
し
、

時
々
増
加
す
る
こ
と
が
あ
る
。

・
女
岳
周
辺
で
、噴
気
活
動
が
見
ら
れ
る
。

・
地
上
観
測
で
新
た
な
植
物
の
枯
れ
や
地

安 全  
岩
手
県
内
の
主
な
火
山
と

火
山
防
災

温
上
昇
箇
所
が
観
測
さ
れ
た
。

③
栗
駒
山

・
ご
く
弱
い
火
山
性
地
震
が
発
生
。

・
所
々
で
噴
気
活
動
が
あ
る
。

・
昭
和
湖
付
近
の
火
山
ガ
ス
濃
度
が
異
常

に
高
く
な
る
時
が
あ
り
、
近
づ
く
の
は
危

険
で
あ
る
。

※
県
内
の
主
な
火
山
は
今
の
と
こ
ろ
、
噴

火
の
危
険
性
は
低
い
よ
う
で
す
が
、
今
も

火
山
活
動
は
続
い
て
い
ま
す
。

■
岩
手
山
が
噴
火
す
る
と
ど
う
な
る
？

・
噴
石

・
火
砕
流

・
火
砕
サ
ー
ジ

・
溶
岩
流

・
土
石
流

・
火
山
灰

・
融
雪
に
よ
る

火
山
泥
流

な
ど
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
に
全
戸
配
布
し
た『
防

災
マ
ッ
プ
』の
45
・
46
㌻
に
は
岩
手
山
火

山
災
害
対
策
図
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ

到
達
範
囲
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
実
際
の
噴
火
は
図
と
異
な
る

場
合
も
あ
り
、
噴
火
に
即
し
た
対
応
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
ど
ん
な
準
備
が
必
要
か
？

▼
日
頃
か
ら
、
気
象
台
の
火
山
情
報
や
報

道
機
関
の
災
害
情
報
な
ど
に
関
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
避
難
所
や
避

難
経
路
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
家
族
や
近
所
で
避
難
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
非
常
時
持
ち
出
し
品
を
リ
ュ
ッ
ク
な
ど

に
入
れ
て
、
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▼
登
山
者
は
、
火
山
情
報
を
把
握
し
、
登

山
届
け
を
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

や
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
を
装
備
し
ま
し
ょ
う
。

■
噴
火
及
び
噴
火
警
報
が
出
た
ら
？

▼
市
は
、
立
入
規
制
や
避
難
勧
告
な
ど
を

発
令
し
ま
す
。

▼
発
令
さ
れ
た
地
域
の
人
は
、
非
常
時
持

ち
出
し
品
を
携
行
し
、
速
や
か
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
立
ち
入
っ
て
い
る
人

も
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
市
は
、
気
象
台
か
ら
の
火
山
情
報
な
ど

を
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
あ
わ
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

の
地
図
に
は
、

過
去
の
噴
火
情

報
か
ら
、
西
側

の
水
蒸
気
爆
発

と
東
側
の
マ
グ

マ
噴
火
を
想
定

し
、
可
能
性
の

あ
る
噴
出
物
の

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

市のオリジナル品種「安代の輝き」を視察

契約を締結し握手する立花部会長（前列左）と原田社長

整然と分団旗を掲げ一挙一動を披露する消防団員

防火を誓い意気込み示す
市消防出初式

　市消防出初式は１月３日、安代総合支所周辺で行わ
れ、市消防団員や婦人消防協力隊員ら約500人が、消防
車両４０台と共に堂々とした分列行進を披露しました。
　その後、式典が行われ、工藤十

と く

九団長は「火災や自
然災害などに迅速に対応できるよう、日々研さんに励
むことが重要。今後も消防団が一丸となり無火災に向
けて努力精進していきたい」とあいさつ。最後に全員
で万歳三唱を行い、士気を高めました。

世界市場へ期待をのせて
ルワンダ共和国でリンドウ栽培を視察・指導

　新岩手農協八幡平花
か き

卉生産部会の立花賢生部会長
ら役員４人と市花き研究開発センターの職員２人は、
１月９日から６日間の日程で、ルワンダ共和国を訪問
しました。
　リンドウ栽培の圃場や育苗施設などを視察し、栽培
方法を指導しました。現地法人ブルーム・ヒルズ・ル
ワンダの原田俊吾社長と市のオリジナル品種「安代の
輝き」の許諾栽培契約を締結し、同国からヨーロッパ
市場への本格的な輸出が始まります。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

各種スキー大会協賛金として、市
建設協同組合から20万円が贈られ
ました（1月８日、市役所）

穏やかで実りある年願う
平笠裸参り（市指定無形民俗文化財）

　平笠裸参りは１月８日に行われ、平笠小の児童12
人を含む32人が白装束に身を包み、宮田神社から八
坂神社までの約８㌔を練り歩きました。
　最年少で参加した久慈璃

り あ ん

杏さん（同校１年）は「初
めて参加したけど、とても寒かった。楽しい一年に
なるといい」と願いを込めました。
　平笠裸参りは、江戸時代から続く伝統行事。戦時
中に出兵した夫や息子に代わって女性が参加するよ
うになり、現在も女性の荒行として続いています。寒さに耐え、験

け ん ざ お

竿を掲げて練り歩く女性の参加者

農林水産業の発展に貢献
いわて農林水産振興協議会会長表彰

　30年度いわて農林水産躍進大会（いわて農林水産
振興協議会・県の主催）は１月８日、県民会館で開か
れ、岩手の基幹産業の向上発展に貢献した個人や団
体が協議会長の達増拓也知事から表彰されました。
　市の受賞者は次の通りです（敬称略）。【同協議会会
長表彰】▶明日を拓

ひ ら

く担い手賞　立柳慎
し ん こ う

光・立柳香　
▶意欲ある担い手賞　髙橋幸

さ ち お

男、田村道行、畠山馨
かおる

　
▶個性ある「産地づくり」賞▷水産業部門　有限会社
清水川養

よ う そ ん

鱒場▷農業部門　田村惠吾 市内の受賞者（本文掲載順に写真右下から時計回り）

講師を含めた総勢約70人による息の合った演奏

交流深め互いを高め合う
八幡平市・釜石大槌地区中学校吹奏楽部合宿

　八幡平市・釜石大槌地区中学校吹奏楽部合宿は12
月25、26日の両日、岩手山焼走り国際交流村で行われ、
生徒は交流を深めながら技術を磨きました。
　西根、松尾、釜石、釜石東、大槌の５中学校63人
の生徒が参加。パートごとに講師から指導を受け、
最終日には合宿の成果として全員で合奏発表しまし
た。西根中の堀内遥部長は「大人数で合奏する機会は
ないので楽しかった。合宿で講師や他校から学んだ
ことを生かしていきたい」と充実感をにじませました。

八幡平消防署の防災用品展示会に
松野保育所の園児が訪れました
（1月16日、市役所結のひろば）

平舘保育園の園児が飾り付けした
ミズキ団子が届けられました（1
月７日、市役所）

古里との縁を紡ぐ朗読会
平野正人語りの会IN里・つむぎ八幡平

　市ふるさと大使を務める声優の平野正人さん（間羽
松出身）は１月４日、小規模多機能ホームくるまっこ
で朗読会を開き、入居者や地元住民など約40人に遠野
の昔話や宮沢賢治の詩など10作品を披露しました。
　正月の朗読会は今年で３回目。穏やかな語り口と
方言を交えた臨場感あふれるセリフで、来場者の涙
と笑いを誘いました。平野さんは「地元の人たちとの
つながりで今回も開催することができた。これから
も郷土を盛り上げていきたい」と意欲を語りました。 手作りのネズミを使い『ねずみの参宮』を軽快に語る平野さん

冬に咲く花の魅力を体験
キャンドルづくり＆夢灯

あか
り体験

　田頭コミュニティセンターは12月26日、市内で栽
培したリンドウなどの花（ドライフラワー）入りキャ
ンドルづくりと夢灯りの体験会を開きました。　
　HA＊NA＊産直花っ娘（宮野亜由美代表）のスタッ
フが講師となり、参加者30人が約20種類から選んだ
花を飾り付け、自分だけのキャンドルを作りました。
宮野代表は「これを機に市の花リンドウをみんなに
知ってもらいたい。冬でも花を楽しんでほしい」と
思いを込めてキャンドルに火をともしていました。火が入り開花するキャンドルをうっとり見つめる参加者

事故や犯罪のないまちへ
平成31年市交通指導隊・防犯隊合同初点検

　市交通指導隊・防犯隊の合同初点検は１月6日、
市役所多目的ホール棟で行われ、両隊の隊員や関係
者ら約80人が安全・安心な住みよいまちづくり活動
の充実を誓いました。
　田村正彦市長が観閲を行い、地区隊長らが手帳や
警笛など装備品を点検。両隊を代表して市交通指導
隊の八重樫俊則隊長が「関係機関とより一層の連携
を図り、事故防止や地域安全、青少年の健全育成に
努めます」と誓いを述べ、決意を新たにしました。装備品の点検で、隊員が一斉に警笛を響かせました

古川成人さん（前列中央）、松村洋さん
（前列左から２人目）がそれぞれ家族
経営協定を締結（12月25日、市役所）

迫ってくる鬼に向かって勢いよく
豆を投げ付けて追い払いました
（1月18日、松野学童豆まき会）
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ぶ
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を
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し
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懸
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地
域
の
人
々
の
健
康
を
守
る
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

平舘高校の授業でお菓子や飲料に含まれ
る砂糖・油の量を説明する中軽米会長

　
「
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
会
員
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」と
、
受
賞
を
喜

ぶ
の
は
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
の
中
軽
米
こ
う
子
会
長
。

１２
月
１９
日
に
ア
イ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

た
平
成
３０
年
度
公
衆
衛
生
功
労
者
等

表
彰
式
で
、
日
頃
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
公
衆
衛
生
模
範
団
体
と
し
て
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
脳
卒
中
な
ど
を
引

き
起
こ
す
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
小
学
校

や
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
、
平
舘
高
校
、

高
齢
者
が
集
う
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な

ど
に
出
向
き
、
塩
分
を
少
な
く
し
て

野
菜
の
う
ま
味
で
お
い
し
く
食
べ
る

減
塩
料
理
を
広
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

郷
土
料
理
の
伝
承
や
料
理
講
習
会
の

開
催
、
他
市
町
村
の
食
生
活
改
善
推

進
員
と
の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
中
軽
米
会
長
は「
身
近
な
食
品
に
は

多
量
の
塩
分
や
砂
糖
、
油
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
食

は
命
を
つ
な
ぐ
も
の
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
第
一
に
、
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
、
今
後
に

向
け
て
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
公
衆
衛
生
功
労
者
等
表
彰

県
知
事
表
彰
　
受
賞

市
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会

　平成18年５月に旧３町村の協議会
が合併して発足。「私達の健康は私達
の手で」をスローガンに、それぞれの
地域で食を通した健康づくりのボラ
ンティアとして活動している。会員
数は127人。

左から市食生活改善推進員連絡協議会の佐藤ひとみ副会
長＝浅沢第１＝、中軽米こう子会長＝寄木新田＝、井上
はつ子副会長＝共新＝

市食生活改善推進員になるには?
　市食生活改善推進員は、市が開催す
る養成教室を受け、修了する必要があ
ります。
　食の知識と調理の技術を習得して、
食育アドバイザーを目指しませんか。
　養成教室は秋に開催を予定していま
す。
■問い合わせ先
健康福祉課健康推進係（☎・内線1082）
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